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左翼の汎アフリカ主義者がセネガル大統領に  
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https://www.liberationnews.org/left-pan-africanist-bassirou-diomaye-
faye-confirmed  
  
セネガルの憲法裁判所は 3月 29日、バシルー・ディオマイェ・ファイェを次期
大統領として承認した。これらの動きはセネガル、西アフリカ、そして世界にと
って何を意味するのだろうか。  
  
反体制で「左翼の汎アフリカ主義者」  
  
44 歳のファイは、セネガルの最年少大統領となる。彼の勝利は逆転劇と考えら
れている。彼は「左の汎アフリカ主義者」を自任しており、国内の大幅な制度改
革を公約し、特に若者から好意的に受け止められている。ファイ氏が無所属で当
選したのは、現職のマッキー・サル大統領による弾圧で、同氏の政党「仕事と倫
理と友愛のためのセネガル・アフリカ愛国者党（PASTEF）」が 2023 年 7月に
一方的に解散されたからだった。  
  
党首のウスマネ・ソンコはフアイとともに逮捕され、2024 年の大統領選挙への
出馬が禁止された。二人は選挙投票日の 10日前に、数百人の政治犯とともに釈
放された。彼らの釈放のきっかけは、現職のマッキー・サル大統領による選挙延
期の企てを憲法裁判所が禁じたことだった。  
  
裁判所はこの動きを覆し、サルは 4 月 2 日に退陣しなければならないと断言し
た。ソンコは 2019 年の大統領選に PASTEF候補として出馬し、15％強の票を
得た。今年は、ソンコの法的資格が疑問視されたままだったため、フェイが党の



候補者として立候補し、第 1回投票で 54.3％を獲得し、与党候補のアマドゥ・
バ首相の 35.8％を抑えて圧勝した。  
  
西アフリカの地殻変動  
  
フェイが選挙戦で掲げた重要な公約のひとつは、セネガルが西アフリカにおけ
る新植民地主義の礎石であるフランス管理通貨 CFA フランを放棄する道を検討
するというものだった。  
  
「通貨主権なくして主権なし」とフェイは今月初めの記者会見で述べた。  
  
フェイの政策は他に、ソンコの 2019 年の出馬と非常によく似ており、汚職との
闘い、特定の政府役職の再編成、フランスが国内で依然として維持している権力
の削減、国のエネルギー輸入の再評価などが含まれている。これらの動きは、主
権を再び主張し、地域統合を追求し、西アフリカ全域の低開発に真剣に取り組む
という紛れもない傾向を示している。  
  
特に、マリ、ブルキナファソ、ニジェールで民衆の支持を受けた軍事政権が誕生
し、サヘル諸国連合を形成している状況においてはなおさらだ。これらの国々に
は、植民地時代以前、以後、そして現在のセネガルと短期間のマリ連邦（1959-
1960 年）を含め、長い歴史がある。  
  
帝国主義者たちはどう反応するだろうか？  
  
マクロン仏大統領とバイデン米大統領は、すぐにフェイの勝利を祝福する声明
を発表した。マクロンはさらに一歩踏み込み、フェイと電話で会談し、「温かい
祝辞」を述べるとともに、フランスは両国の「パートナーシップ」を「強化」す
ることを望んでいることを表明した。一方、フェイはセネガルが外国の同盟国に
とって「信頼できるパートナー」であり続けることを表明した。  
  
マクロンは 2 月下旬に、近年マリ、ブルキナファソ、中央アフリカ共和国から
軍隊を追放したアフリカ諸国と「新しいバランスの取れた関係」を追求すると表



明した。マクロン大統領の言う「新時代」とは、西アフリカに残るフランス軍施
設の共同管理の方法であり、撤退ではない。  
  
米国もまた、この激動の時代に、アフリカでの新植民地プロジェクトの進むべき
道を見つけるために奔走している。2024 年 3月中旬、アフリカ最大の米軍無人
機基地を抱え、国防総省のAFRICOMの重要な戦力となっているニジェールは、
同国から米軍をすべて追放する意向を表明した。アメリカはセネガルのダカー
ルにも海軍航空基地を置いている。アフリカ大陸の最西端であるダカールの基
地は、ロジスティクスと給油の重要な拠点として機能している。ニジェールの軍
事政権が政権を奪取した当初、米軍基地を直ちに標的にすることはなく、まずフ
ランス軍の駐留に焦点を当てたことは注目に値する。  
  
フェイがセネガルの新大統領に就任したことで、セネガルの国民がどのような
変化を遂げるかはまだわからない。しかし、セネガルが、歴史的に自国を押しつ
ぶしてきたフランスの新植民地支配からの急進的な転換に向かっている多くの
西アフリカ諸国のひとつであることは明らかである。西アフリカでは、反帝国主
義的、反植民地主義的な変化という大きな潮流が起こっており、セネガルもその
流れの中にある。（了）  
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